
(57)【要約】

【課題】ます本体の途中に下方へ開く開閉蓋を備えるこ

とで雨水の落下は許容するが、蚊の侵入は抑制するとい

う雨水ますが提案されている。しかし、大雨などの際に

ます本体の水嵩が著しく増し、開閉蓋が押上げられ、破

損するという不具合が認められた。

【解決手段】傾斜部材２５を支軸２４でスイング可能に

支え、傾斜部材２５の一端に重錘２６を取付ける。そし

て、一端が高く他端が低くなるようにする。降雨時は他

端が下がることで雨水の落下を促す。雨水が落下したら

重錘２６の作用で傾斜部材２５は復帰する。排水逆流時

には傾斜部材２５が支軸２４を中心に回転することで、

排水の上昇を可能にする。

【効果】本発明の雨水ますは、蚊の侵入を抑え、雨水の

落下を促し、排水の逆流にも対応できる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
排 水 管 や 排 水 溝 の 途 中 に ま す 本 体 を 設 置 し 、 こ の ま す 本 体 の 上 部 に 雨 水 を 通 す 外 ス ク リ ー
ン を 取 付 け 、 外 ス ク リ ー ン の 下 方 に 雨 水 を 通 す 中 ス ク リ ー ン 装 置 を 配 置 し た 雨 水 ま す に お
い て 、
前 記 中 ス ク リ ー ン 装 置 は 、 前 記 ま す 本 体 に 上 か ら 装 着 す る 枠 体 と 、 こ の 枠 体 に 水 平 に 渡 し
た 支 軸 と 、 こ の 支 軸 に 取 付 け る と 共 に 前 記 枠 体 の 内 断 面 を 塞 ぎ 得 る 面 積 で 且 つ 上 下 ス イ ン
グ 可 能 と し た 遮 蔽 部 材 と 、 こ の 遮 蔽 部 材 を 一 方 に 回 転 さ せ る た め に 前 記 遮 蔽 部 材 の 一 端 に
付 設 し た 重 錘 と 、 前 記 遮 蔽 部 材 を 一 端 が 高 く 他 端 が 低 く な る よ う に 、 遮 蔽 部 材 の 一 端 を 抑
え る た め に 前 記 枠 体 に 設 け た 傾 斜 位 置 決 め ス ト ッ パ と 、 か ら 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 雨
水 ま す 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 枠 体 に 、 前 記 傾 斜 位 置 決 め ス ト ッ パ で 静 止 し た 遮 蔽 部 材 の 他 端 に 当 接 し て 気 密 性 を 保
つ シ ー ル 部 材 を 設 け 、 前 記 傾 斜 位 置 決 め ス ト ッ パ の 上 方 に 遮 蔽 部 材 の 全 開 位 置 を 制 限 す る
全 開 ス ト ッ パ を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 雨 水 ま す 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 遮 蔽 部 材 は 、 １ 個 の ま す 本 体 に つ き 、 互 い に 平 行 に 配 置 し た 第 １ 遮 蔽 部 材 と 第 ２ 遮 蔽
部 材 と か ら な り 、 双 方 の 傾 斜 方 向 を 互 い に 逆 に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項
２ 記 載 の 雨 水 ま す 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 路 上 や 庭 に 集 ま る 雨 水 を 排 水 管 に 流 下 さ せ る 雨 水 ま す （ 「 ま す 」 に 枡 、 桝 、 マ ス
の 字 が 充 て ら れ る こ と が あ る が 、 こ の 明 細 書 で は 「 ま す 」 と 表 記 す る 。 ） に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
地 中 に 埋 設 す る 排 水 管 へ 、 地 上 の 水 を 流 入 さ せ る た め に 適 当 な 間 隔 で 雨 水 ま す を 設 け る 。
す な わ ち 、 雨 水 ま す は 地 中 と 地 上 と の 連 絡 路 と な る 。
夏 場 で 雨 が 少 な く 、 排 水 管 に 水 が 流 れ て い な い と き に 、 雨 水 ま す の 底 に 若 干 の 水 が 溜 ま る
こ と が あ る 。 こ の 溜 ま り 水 に 蚊 が 卵 を 産 み 付 け 、 ぼ う ふ ら が 発 生 し 、 蚊 が 大 量 に 発 生 す る
こ と が あ り 、 そ の 対 策 が 必 要 と な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
こ の 対 策 と し て 、 ま す の 内 部 に 中 蓋 を 設 け て 、 蚊 の 発 生 や 悪 臭 の 飛 散 を 防 止 す る こ と が 知
ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ０ １ ７ ０ ４ 号 公 報 （ 図 １ ）
【 ０ ０ ０ ５ 】
図 ９ は 特 許 文 献 １ の 図 １ の 再 掲 図 で あ る 。 た だ し 、 符 号 は 振 り 直 し た 。
従 来 の 排 水 ま す Ａ は 、 ま す 本 体 １ １ ４ の 上 に ま す 蓋 １ ０ １ を 取 付 け 、 内 部 に 中 蓋 １ ０ ３ （
傾 斜 片 １ ０ ６ ， １ ０ ６ を 有 す 。 ） を 開 放 可 能 に 取 付 け た も の で 、 雨 水 が 一 定 量 を 超 え て 一
定 以 上 の 重 力 に な る と 巻 き ば ね １ １ １ 、 １ １ １ の ば ね 力 に 抗 し て 傾 斜 片 １ ０ ６ ， １ ０ ６ を
開 放 し 、 降 雨 が な い と き は 中 蓋 １ ０ ３ の 傾 斜 片 １ ０ ６ ， １ ０ ６ を 閉 じ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
す な わ ち 、 殆 ど の 期 間 に お い て 中 蓋 １ ０ ３ が 閉 じ て い る た め 、 外 か ら の 蚊 の 浸 入 を 防 ぐ こ
と が で き る 。 蚊 が 浸 入 し な け れ ば 、 ぼ う ふ ら が 発 生 す る 虞 が な い 。 仮 に 、 ぼ う ふ ら が 発 生
し た と し て も 、 成 虫 と な っ た 蚊 が 中 蓋 で 閉 じ こ め ら れ る た め 、 蚊 の 発 生 を 効 果 的 に 防 止 す
る こ と が で き 、 且 つ 、 臭 気 の 漏 洩 も 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
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し か し こ の 構 造 に よ る と 、 大 雨 に よ り 排 水 孔 １ ０ ２ か ら 大 量 の 雨 水 が 溜 ま り 部 １ １ ８ に 溜
ま り 、 又 は 排 水 管 １ １ ３ を 通 じ て 他 の ま す か ら 水 が 流 入 し 、 溜 ま り 部 １ １ ８ が 増 水 し 、 ま
す 本 体 １ １ ４ の 水 嵩 が 増 し 、 中 蓋 １ ０ ３ 、 傾 斜 片 １ ０ ６ を 押 上 げ る 力 を 生 じ 、 中 蓋 １ ０ ３
、 傾 斜 片 １ ０ ６ は 破 損 す る こ と が あ る 。 こ れ に 対 応 す る た め に 、 ま す に は 逆 流 扉 を 配 設 す
る こ と が 必 要 不 可 欠 と な る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま す 本 体 １ １ ４ の 満 水 、 逆 流 時 の 中 蓋 １ ０ ３ 、 傾 斜 片 １ ０ ６ の 破 損 を 防 止 す る た め に 配 設
す る 逆 流 扉 に は 、 雨 水 が 増 水 し た と き に 作 動 す る 逆 流 扉 、 あ る い は ば ね 仕 掛 け な ど か ら な
る 、 逆 流 扉 開 閉 機 構 を 追 加 す る 必 要 が あ る 。
し か し 、 前 記 開 閉 機 構 な ど の 追 加 は 、 雨 水 ま す の 構 造 を 複 雑 に し 、 コ ス ト ア ッ プ に も つ な
が る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 大 雨 な ど に よ り 水 が 下 か ら 上 に 抜 け る 逆 流 時 に 備 え て ま す に 装
備 す る 逆 流 扉 を 廃 止 し 、 よ り 簡 素 化 、 単 純 化 し た 構 造 の 雨 水 ま す を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 請 求 項 １ は 、 排 水 管 や 排 水 溝 の 途 中 に ま す 本 体 を 設 置 し 、 こ の
ま す 本 体 の 上 部 に 雨 水 を 通 す 外 ス ク リ ー ン を 取 付 け 、 外 ス ク リ ー ン の 下 方 に 雨 水 を 通 す 中
ス ク リ ー ン 装 置 を 配 置 し た 雨 水 ま す に お い て 、
前 記 中 ス ク リ ー ン 装 置 は 、 前 記 ま す 本 体 に 上 か ら 装 着 す る 枠 体 と 、 こ の 枠 体 に 水 平 に 渡 し
た 支 軸 と 、 こ の 支 軸 に 取 付 け る と 共 に 前 記 枠 体 の 内 断 面 を 塞 ぎ 得 る 面 積 で 且 つ 上 下 ス イ ン
グ 可 能 と し た 遮 蔽 部 材 と 、 こ の 遮 蔽 部 材 を 一 方 に 回 転 さ せ る た め に 前 記 遮 蔽 部 材 の 一 端 に
付 設 し た 重 錘 と 、 前 記 遮 蔽 部 材 を 一 端 が 高 く 他 端 が 低 く な る よ う に 、 遮 蔽 部 材 の 一 端 を 抑
え る た め に 前 記 枠 体 に 設 け た 傾 斜 位 置 決 め ス ト ッ パ と 、 か ら 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
こ の 雨 水 ま す は 、 傾 斜 部 材 と 、 支 軸 と 、 重 錘 と か ら な る 簡 便 な 構 造 を 採 用 し 、 雨 水 逆 流 時
に も 作 用 す る た め 、 逆 流 時 の 雨 水 ま す の 破 損 を 回 避 す る こ と が で き 、 メ ン テ ナ ン ス を 不 要
に で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 ２ は 、 前 記 傾 斜 位 置 決 め ス ト ッ パ で 静 止 し た 遮 蔽 部 材 の 他 端 に 当 接 し て 気 密 性 を 保
つ シ ー ル 部 材 を 設 け 、 前 記 傾 斜 位 置 決 め ス ト ッ パ の 上 方 に 遮 蔽 部 材 の 全 開 位 置 を 制 限 す る
全 開 ス ト ッ パ を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
遮 蔽 部 材 の 他 端 に 当 接 し て 気 密 性 を 保 つ シ ー ル 部 材 を 取 付 け る こ と で 、 枠 体 と 遮 蔽 部 材 と
の 遮 蔽 性 が 高 ま り 、 排 水 溝 詰 ま り の も と と な る 落 ち 葉 や ゴ ミ ・ 土 砂 な ど の 無 用 物 が 排 水 溝
内 部 に 侵 入 す る こ と を 回 避 す る こ と が で き る 。
ま た 遮 蔽 部 材 の 全 開 位 置 を 制 限 す る 全 開 ス ト ッ パ を 設 け た こ と で 、 傾 斜 部 材 の ス イ ン グ を
規 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
請 求 項 ３ は 、 前 記 遮 蔽 部 材 は 、 １ 個 の ま す 本 体 に つ き 、 互 い に 平 行 に 配 置 し た 第 １ 遮 蔽 部
材 と 第 ２ 遮 蔽 部 材 と か ら な り 、 双 方 の 傾 斜 方 向 を 互 い に 逆 に 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
雨 水 が 溜 ま り 、 そ の 重 さ が 重 錘 の 重 さ を 超 え る と 、 ２ 枚 の 遮 蔽 部 材 が 互 い に 反 対 側 に ス イ
ン グ す る の で 、 雨 水 の 落 下 の た め の 開 口 部 は 、 ス イ ン グ す る 方 向 に 加 え 、 ス イ ン グ に よ り
支 軸 方 向 、 遮 蔽 部 材 が 相 互 に 隣 接 し た 側 面 に も 形 成 さ れ る た め 、 害 虫 の 侵 入 を 防 ぎ つ つ 、
溜 ま っ た 雨 水 を 効 果 的 に 排 出 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 添 付 図 に 基 づ い て 以 下 に 説 明 す る 。
図 １ は 本 発 明 に 係 る 雨 水 ま す の 正 面 図 で あ り 、 雨 水 ま す １ ０ は 、 排 水 管 １ １ の 途 中 に 又 は
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末 端 に 取 付 け た ま す 本 体 ２ ０ と 、 こ の ま す 本 体 ２ ０ の 上 に 被 せ た 外 ス ク リ ー ン ２ １ と 、 こ
の 外 ス ク リ ー ン ２ １ の 下 方 に 配 置 し た 中 ス ク リ ー ン 装 置 ２ ２ と で 構 成 す る 。 配 水 管 １ １ は
排 水 溝 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
こ の 中 ス ク リ ー ン 装 置 ２ ２ を 以 下 詳 細 に 説 明 す る 。
中 ス ク リ ー ン 装 置 ２ ２ は 、 枠 体 ２ ３ と 、 こ の 枠 体 ２ ３ に （ 図 面 表 裏 方 向 に ） 水 平 に 渡 し た
支 軸 ２ ４ と 、 こ の 支 軸 ２ ４ に 取 付 け る と 共 に 枠 体 ２ ４ の 内 断 面 を 塞 ぎ 得 る 面 積 で 且 つ 上 下
ス イ ン グ 可 能 と し た 遮 蔽 部 材 ２ ５ と 、 こ の 遮 蔽 部 材 ２ ５ を 一 方 に 回 転 さ せ る た め に 遮 蔽 部
材 ２ ５ の 一 端 に 付 設 し た 重 錘 ２ ６ と 、 遮 蔽 部 材 ２ ５ を 一 端 が 高 く 他 端 が 低 く な る よ う に 、
遮 蔽 部 材 ２ ５ の 一 端 を 抑 え る た め に 枠 体 ２ ３ に 設 け た 傾 斜 位 置 決 め ス ト ッ パ ２ ７ と 、 か ら
な る 構 造 物 で あ る 。
な お 、 ２ ８ は 全 開 ス ト ッ パ 、 ２ ９ は パ ッ キ ン 、 ３ １ は パ ッ キ ン ホ ル ダ で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ２ は 本 発 明 に 係 る 雨 水 ま す の 分 解 図 で あ り 、 予 め 埋 設 し た ま す 本 体 ２ ０ に 、 枠 体 ２ ３ を
含 む 中 ス ク リ ー ン 装 置 ２ ２ を 上 か ら 装 着 し 、 次 に 外 ス ク リ ー ン ２ １ を 取 付 け る 。 中 ス ク リ
ー ン 装 置 ２ ２ は ま す 本 体 ２ ０ の 底 を 掃 除 す る と き な ど に ま す 本 体 ２ ０ か ら 自 由 に 外 せ る よ
う に し た 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ３ は 図 １ の ３ － ３ 線 断 面 図 で あ り 、 中 ス ク リ ー ン 装 置 の 遮 蔽 部 材 ２ ５ を 支 持 す る 支 軸 ２
４ は 、 軸 受 プ レ ー ト ３ ２ 、 ３ ２ 及 び ブ ラ ケ ッ ト ３ ３ 、 ３ ３ を 用 い て 枠 体 ２ ３ に 水 平 に 取 付
け た こ と を 示 す 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
以 上 の 構 成 か ら な る 雨 水 ま す １ ０ の 作 用 を 次 に 説 明 す る 。
図 ４ は 非 降 水 時 に お け る 雨 水 ま す の 作 用 図 で あ り 、 水 平 に 渡 し た 支 軸 ２ ４ に 取 付 け 、 一 端
が 高 く 他 端 が 低 く な る よ う に 配 置 し た 遮 蔽 部 材 ２ ５ の 一 端 （ 図 左 端 ） に 重 錘 ２ ６ を 設 け る
こ と で 、 図 反 時 計 回 り に 回 転 す る よ う に し た 。
【 ０ ０ ２ １ 】
こ の 結 果 、 遮 蔽 部 材 ２ ５ の 一 端 は 傾 斜 位 置 決 め ス ト ッ パ ２ ７ に 当 っ て 停 止 し 、 締 切 り 状 態
に な る 。 こ の と き に 、 遮 蔽 部 材 ２ ５ の 他 端 の 上 面 が パ ッ キ ン ２ ９ を 介 し て パ ッ キ ン ホ ル ダ
３ １ を 押 圧 す る 構 造 に す る こ と で 、 遮 蔽 部 材 ２ ５ の シ ー ル 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 ５ は 降 水 時 に お け る 雨 水 ま す の 作 用 図 で あ り 、 降 雨 に よ り 遮 蔽 部 材 ２ ５ の 一 端 に 雨 水 が
溜 ま り 、 溜 ま っ た 雨 水 の 重 さ が 重 錘 ２ ６ の 重 さ を 超 え る と 、 遮 蔽 部 材 ２ ５ は 支 軸 ２ ６ を 矢
印 ａ の ご と く ス イ ン グ す る 。 こ の 結 果 、 溜 ま っ た 雨 水 は 落 下 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の と き 遮 蔽 部 材 ２ ５ は 、 傾 斜 位 置 決 め ス ト ッ パ ２ ７ の 上 方 に 配 置 し た 、 遮 蔽 部 材 ２ ５ の
全 開 位 置 を 制 限 す る 全 開 ス ト ッ パ ２ ８ に 当 接 し て 規 制 さ れ る 。 次 に 雨 水 が 雨 水 ま す に 落 下
す る と 、 遮 蔽 部 材 ２ ５ は 重 錘 ２ ６ の 作 用 で 矢 印 ａ 向 き と は 逆 方 向 に ス イ ン グ し て 元 の 位 置
に 戻 る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ４ に 戻 っ て 台 風 や 集 中 豪 雨 の 際 に 排 水 溝 の 水 が 増 水 し 溢 れ る こ と が あ る 。 こ の と き の 対
策 を 次 に 述 べ る 。
図 ６ は 逆 流 時 に お け る 雨 水 ま す の 作 用 図 で あ り 、 増 水 し た 水 の 作 用 に よ り 遮 蔽 部 材 ２ ５ は
矢 印 ａ の ご と く ス イ ン グ し 、 溢 れ た 水 を 上 側 に 解 放 し 、 中 ス ク リ ー ン 装 置 ２ ２ の 破 損 を 回
避 す る 。 こ の と き 、 大 き く ス イ ン グ す る 遮 蔽 部 材 ２ ５ は 、 遮 蔽 部 材 ２ ５ の 全 開 位 置 を 制 限
す る 全 開 ス ト ッ パ ２ ８ で 規 制 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
本 発 明 の 雨 水 ま す の 別 実 施 例 を 図 ７ 、 図 ８ で 説 明 す る 。
図 ７ は 本 発 明 の 別 実 施 例 に 係 る 雨 水 ま す の 斜 視 図 で あ り 、 １ 個 の ま す 本 体 ２ ０ に つ き 、 互
い に 平 行 に 配 置 し た 第 １ 遮 蔽 部 材 ２ ５ Ａ と 第 ２ 遮 蔽 部 材 ２ ５ Ｂ と を 備 え 、 双 方 の 傾 斜 方 向
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が 互 い に 逆 に な る よ う に し た 雨 水 ま す で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
詳 細 に は 、 支 軸 ２ ４ に 取 付 け 、 一 端 が 高 く 他 端 が 低 く な る よ う に 配 置 し た 第 １ 遮 蔽 部 材 ２
５ Ａ の 一 端 に 重 錘 ２ ６ Ａ を 設 け る こ と で 、 一 方 向 に 回 転 す る よ う に し た 。 こ の 結 果 、 第 １
遮 蔽 部 材 ２ ５ Ａ の 一 端 は 傾 斜 位 置 決 め ス ト ッ パ ２ ７ Ａ に 当 っ て 停 止 し 、 締 切 り 状 態 に な る
。 こ の と き に 、 第 １ 遮 蔽 部 材 ２ ５ Ａ の 他 端 の 上 面 が パ ッ キ ン ２ ９ Ａ を 押 圧 す る 構 造 に す る
こ と で 、 第 １ 遮 蔽 部 材 ２ ５ Ａ の シ ー ル 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
同 様 に 、 一 端 が 高 く 他 端 が 低 く な る よ う に 配 置 し た 第 ２ 遮 蔽 部 材 ２ ５ Ｂ の 一 端 に 重 錘 ２ ６
Ｂ （ 不 図 示 ） を 設 け る こ と で 、 一 方 向 に 回 転 す る よ う に し た 。 こ の 結 果 、 第 ２ 遮 蔽 部 材 ２
５ Ｂ の 一 端 は 傾 斜 位 置 決 め ス ト ッ パ ２ ７ Ｂ に 当 っ て 停 止 し 、 締 切 り 状 態 に な る 。 こ の と き
に 、 第 ２ 遮 蔽 部 材 ２ ５ Ｂ の 他 端 の 上 面 が パ ッ キ ン ２ ９ Ｂ を 押 圧 す る 構 造 に す る こ と で 、 第
２ 遮 蔽 部 材 ２ ５ Ｂ の シ ー ル 性 を 高 め る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ８ は 図 ７ の 作 用 説 明 図 で あ り 、 第 １ 遮 蔽 部 材 ２ ５ Ａ と 第 ２ 遮 蔽 部 材 ２ ５ Ｂ の 上 に 溜 ま っ
た 雨 水 の 重 さ が 重 錘 ２ ６ Ａ 、 ２ ６ Ｂ の 重 さ を 超 え る と 、 第 １ 遮 蔽 部 材 ２ ５ Ａ と 第 ２ 遮 蔽 部
材 ２ ５ Ｂ は 支 軸 ２ ４ を 中 心 に ス イ ン グ し 雨 水 を 落 と す 。 支 軸 ２ ４ の 図 右 に お い て 第 １ 遮 蔽
部 材 ２ ５ Ａ が 下 が り 、 第 ２ 遮 蔽 部 材 ２ ５ Ｂ が 上 が る た め 、 両 部 材 の 間 に 大 き な 開 口 が で き
る た め 、 多 量 の 雨 水 を 落 下 さ せ る こ と が で き る 。 支 軸 ２ ４ の 図 左 に お い て も 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 １ 個 の 雨 水 ま す に ２ 個 の 遮 蔽 部 材 ２ ５ Ａ 、 ２ ５ Ｂ を 備 え る た め 、 万 一 、 一 方 の 遮 蔽
部 材 ２ ５ Ａ が 作 動 不 良 に な っ て も 他 方 の 遮 蔽 部 材 ２ ５ Ｂ が 作 動 す る た め 、 雨 水 ま す の 点 検
間 隔 を 延 ば す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
尚 、 本 発 明 に 係 る ま す 本 体 ２ ０ は 一 体 で 構 成 し て あ る た め 、 既 存 雨 水 ま す の サ イ ズ に 合 わ
せ 設 計 ・ 制 作 し 、 後 付 け で 取 付 け る こ と が 可 能 で あ る 。
ま た 、 本 発 明 に 係 る 構 造 は 、 雨 水 ま す 以 外 の 例 え ば 排 水 ま す な ど に も 応 用 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は 上 記 構 成 に よ り 次 の 効 果 を 発 揮 す る 。
請 求 項 １ で は 、 遮 蔽 部 材 の ス イ ン グ は 、 傾 斜 部 材 と 、 支 軸 と 、 重 錘 と か ら な る 簡 便 な 機 構
を 採 用 し 、 雨 水 逆 流 時 に も 逆 流 時 の 雨 水 ま す の 破 損 を 回 避 す る こ と が で き 、 ま た 簡 便 な 機
構 の た め メ ン テ ナ ン ス を 不 要 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
請 求 項 ２ は 、 枠 体 と 遮 蔽 部 材 の 間 に シ ー ル 部 材 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。
枠 体 と 遮 蔽 部 材 と の 遮 蔽 性 が 高 ま り 、 排 水 溝 詰 ま り の 元 と な る 落 ち 葉 や ゴ ミ な ど の 無 用 物
の 排 水 溝 内 部 へ の 侵 入 を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
請 求 項 ３ は 、 前 記 遮 蔽 部 材 は 、 １ 個 の ま す 本 体 に つ き 、 互 い に 平 行 に 配 置 し た 第 １ 遮 蔽 部
材 と 第 ２ 遮 蔽 部 材 と か ら な り 、 双 方 の 傾 斜 方 向 を 互 い に 逆 に 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 。
雨 水 の 落 下 の た め の 開 口 部 面 積 が 広 が る た め 、 溜 ま っ た 雨 水 を 効 率 よ く 排 出 し 、 排 出 後 は
開 口 部 を 素 早 く 閉 じ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 雨 水 ま す の 正 面 図
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 雨 水 ま す の 分 解 図
【 図 ３ 】 図 １ の ３ － ３ 線 断 面 図
【 図 ４ 】 非 降 水 時 に お け る 雨 水 ま す の 作 用 図
【 図 ５ 】 降 水 時 に お け る 雨 水 ま す の 作 用 図
【 図 ６ 】 逆 流 時 に お け る 雨 水 ま す の 作 用 図
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【 図 ７ 】 本 発 明 の 別 実 施 例 に 係 る 雨 水 ま す の 斜 視 図
【 図 ８ 】 図 ７ の 作 用 説 明 図
【 図 ９ 】 従 来 の 排 水 ま す の 説 明 図
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ … 雨 水 ま す 、 ２ ０ … ま す 本 体 、 ２ １ … 外 ス ク リ ー ン 、 ２ ２ … 中 ス ク リ ー ン 装 置 、 ２ ３
… 枠 体 、 ２ ４ … 支 軸 、 ２ ５ 、 ２ ５ Ａ 、 ２ ５ Ｂ … 遮 蔽 部 材 、 ２ ６ 、 ２ ６ Ａ 、 ２ ６ Ｂ … 重 錘 、
２ ７ 、 ２ ７ Ａ 、 ２ ７ Ｂ … 傾 斜 位 置 決 め ス ト ッ パ 、 ２ ８ 、 ２ ８ Ａ 、 ２ ８ Ｂ … 全 開 ス ト ッ パ 、
２ ９ 、 ２ ９ Ａ 、 ２ ９ Ｂ … パ ッ キ ン 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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